
こ
の
裁
判
は
、
物
流
会

社
の
契
約
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
働
い
て
い
た
労
働
者

が
、
正
社
員
ド
ラ
イ
バ
ー

と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
当

の
一
部
し
か
支
給
さ
れ
て

い
な
い
と
し
て
起
こ
し
ま

し
た
。

労
働
契
約
法
２
０
条
は

正
社
員
と
非
正
規
社
員
と

の
間
で
、
不
合
理
な
労
働

条
件
の
違
い
を
禁
止
し
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
何
が

不
合
理
な
の
か
は
明
確
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

最
高
裁
は
「
不
合
理
か

否
か
の
判
断
は
賃
金
総
額

の
比
較
の
み
で
は
な
く
、

賃
金
項
目
の
趣
旨
を
個
別

に
考
慮
す
べ
き
」
と
初
判

断
を
示
し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
５
種
類
の

手
当
の
格
差
を
不
合
理
と

認
め
ま
し
た
。

同
じ
仕
事
を
し
て
い
る

の
に
、
正
社
員
と
非
正
規

で
は
賃
金
格
差
の
大
き
い

会
社
が
多
く
、
こ
の
判
決

を
今
後
現
場
で
活
用
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。い

く
ら
最
高
裁
が
示
し

て
も
、
労
働
者
が
声
を
上

げ
な
け
れ
ば
、
経
営
者
は

積
極
的
に
格
差
是
正
に
は

取
り
組
み
ま
せ
ん
。

判
決
を
学
習
し
、
職
場

の
実
態
と
照
ら
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

横
浜
市
の
運
送
会
社
に

定
年
後
再
雇
用
さ
れ
た
嘱

託
社
員
の
裁
判
で
は
、
基

本
給
や
大
半
の
手
当
の
格

差
に
つ
い
て
、
嘱
託
社
員

は
退
職
金
を
受
け
取
り
、

近
く
年
金
が
支
給
さ
れ
る

な
ど
を
理
由
に
、
正
社
員

と
の
格
差
は
「
不
合
理
で

は
な
い
」
と
判
断
し
ま
し

た
。

多
く
の
運
送
会
社
が
定

年
後
、
賃
金
を
大
幅
に
引

き
下
げ
て
再
雇
用
す
る
仕

組
み
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
判
決
は
、
無
条

件
に
格
差
を
認
め
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

退
職
金
や
年
金
の
有
無

な
ど
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
で

す
。

２０１８年６月２５日 Ｎｏ１９９
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年
々
入
院
す
る
組
合
員
が
増
え

て
い
ま
す
。
入
院
時
「
大
部
屋
が

い
っ
ぱ
い
」
と
言
わ
れ
個
室
に
入

れ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
病
院
都
合
の
場
合

差
額
ベ
ッ
ド
料
を
請
求
で
き
な
い

こ
と
が
、
３
月
の
厚
生
労
働
省
通

知
で
初
め
て
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

た
と
え
同
意
書
が
あ
っ
て
も
病

院
都
合
や
治
療
上
の
必
要
性
が
あ

る
場
合
は
患
者
か
ら
徴
収
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
通
知
を
活
用
し
、
払
っ
た

後
で
も
返
金
し
て
も
ら
っ
た
人
も

い
ま
す
。
患
者
の
弱
み
に
つ
け
込

む
悪
質
な
病
院
も
あ
る
よ
う
で
す
。

詳
し
い
資
料
は
事
務
所
ま
で
。

病院都合でも差額ベッド代を請求するケースも。

６
月
１
日
最
高
裁
は
，
正
社
員
と
非
正
規
の
待
遇
格
差

の
一
部
が
、
労
働
契
約
法
が
禁
じ
る
「
不
合
理
な
格
差
」

に
当
た
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
定
年
後
再
雇
用
さ
れ
た
嘱
託
社
員
の
裁

判
で
は
、
格
差
の
大
半
を
認
め
る
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

「非正規だから安くても当たり前」そんな社会が格差

と貧困を拡大させてきました。

政
府
が
今
国
会
で
の
成
立
を
狙
う
「
働

き
方
改
革
」
法
案
、
審
議
の
な
か
で
様
々

な
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

高
度
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
は
、
政

府
が
労
働
者
の
ニ
ー
ズ
を
ね
つ
造
、
過
労

死
を
助
長
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

時
間
外
、
深
夜
割
増
も
支
払
わ
ず
、
年

間
１
０
４
日
の
休
み
さ
え
あ
れ
ば
２
４
時

間
労
働
を
４
８
時
間
連
続
さ
せ
て
も
違
法

に
は
な
ら
な
い
と
い
う
「
現
代
の
奴
隷
制
」

で
す
。
法
案
で
は
年
収
要
件
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
一
度
導
入
を
許
せ
ば
拡
張

適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
残
業
代
の
上
限

規
制
は
、
自
動
車
運
転
、
建
設
は
先
送
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
論
で
廃
案
に
！

ダ
ン
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン

七
月
十
九
日
に
決
定

栃
木
県
・
栃
木
県
警

本
部
へ
の
要
請

第
二
十
五
回
全
国
ダ
ン

プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
栃
木
行
動

を
七
月
十
九
日
（
木
）
に

行
い
ま
す
。

午
前
一
〇
時
三
〇
分
〜
県

午
後
一
時
三
〇
分
〜
県
警

単
価
、
過
積
載
、
白
ナ
ン

バ
ー
排
除
等
々
、
現
場
の

実
態
を
訴
え
る
行
動
で
す
。

今
年
は
山
で
の
生
産
待
ち

問
題
も
取
り
上
げ
ま
す
。

「
俺
も
言
い
た
い
こ
と
が

あ
る
！
」
と
い
う
人
は
参

加
で
き
ま
す
。

ど
し
ど
し
事
務
所
ま
で
。

市民と野党共闘による戦争法廃止パレード（6月15日宇都宮市）



プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ

て
は
道
路
が
職
場
で
す
。

職
場
の
環
境
改
善
、
事
故

防
止
は
組
合
の
重
要
な
課

題
で
も
あ
り
ま
す
。

六
月
二
〇
日
、
県
道
を

管
理
す
る
栃
木
県
栃
木
土

木
事
務
所
に
、
組
合
員
か

ら
の
意
見
を
も
と
に
八
箇

所
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

藤
坂
砕
石
へ
の
県

道
は
最
重
点
路
線

今
回
重
点
箇
所
と
し
て

対
応
を
求
め
た
の
は
、
県

道
二
八
二
号
葛
生-

岩
舟

線
で
す
。

こ
の
路
線
は
急
カ
ー
ブ

が
続
く
峠
道
で
す
が
、
藤

坂
砕
石
工
場
が
あ
る
た
め

ダ
ン
プ
の
交
通
量
が
多
く
、

対
向
車
と
の
接
触
な
ど
危

険
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
特
に
樹
木
等
の
成
長

に
よ
り
見
通
し
が
悪
く
な
っ

て
い
ま
す
。

土
木
事
務
所
は
所
有
者

等
確
認
し
検
討
す
る
こ
と

を
約
束
し
ま
し
た
。

土
日
以
外
で
も
行
列
の

で
き
る
市
内
ラ
ー
メ
ン
屋

が
増
え
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
テ
レ
ビ
、
雑

誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

情
報
に
振
り
回
さ
れ
て
い

る
感
じ
が
し
ま
す
。
い
ま

や
ラ
ー
メ
ン
で
は
な
く
、

宣
伝
が
「
う
ま
い
」
店
が

繁
盛
し
て
い
る
感
じ
で
す
。

ラ
ー
メ
ン
が
「
う
ま
い
」

繁
盛
店
を
紹
介
し
ま
す
。

免
鳥
町
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ

ン
沿
い
（
ほ
ん
と
ロ
ー
カ

ル
な
表
現
）
の
日
向
屋
さ

ん
。麺

は
最
近
主
流
の
つ
る

し
こ
系
、
ス
ー
プ
は
澄
ん

だ
塩
と
醤
油
の
中
間
っ
ぽ

い
上
品
系
・
・
・
っ
て
、

な
ぜ
か
味
に
つ
い
て
書
く

と
気
恥
ず
か
し
く
な
り
ま

す
。
し
ょ
せ
ん
そ
の
と
き

の
体
調
次
第
で
・
・
・
。

２０１８年６月２５日 Ｎｏ１９９

「
自
動
車
グ
リ
ー
ン
税
制
」
ガ
ソ
リ
ン
車
の
場
合
平
成
一
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
初
度
登
録
さ
れ
た
自
動
車
は
約
一
五
％
増
税
。
目
的
は
地
球
温
暖
化
防
止
、
大
気
汚
染
防
止
。
け
っ
し
て
自
動
車
メ
ー
カ
ー
支
援
税
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

早い日は午前10時から並んでます。しかし、

体に障害のある人や高齢者は並びたくても並

べない。そんな人のために優先日や優先席を

設定すれば佐野ラーメン業界も違う展開があ

るのでは。

【
先
月
号
の
続
き
】

五
月
某
日
県
税
事

務
所
を
訪
問
。

男
「
納
得
で
き
な
い

の
で
こ
こ
で
本
税
分

（
三
四
五
〇
〇
円
）

だ
け
払
い
ま
す
。
銀

行
引
落
を
解
除
し
て

く
だ
さ
い
」
。

す
る
と
窓
口
の
人
は

「
で
は
預
金
口
座
振

替
解
除
届
け
に
ご
記

入
を
」
と
や
さ
し
く

案
内
し
て
く
れ
る
の

で
す
。
「
取
り
や
め

る
理
由
」
は
何
も
書

か
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
。

速
や
か
に
本
税
分
の

み
支
払
い
増
税
分
五

一
〇
〇
円
が
未
納
の

状
態
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
奥
か
ら
上

司
と
思
わ
れ
る
男
性

職
員
が
書
類
を
も
っ

て
登
場
。
「
審
査
請

求
書
」
の
記
載
例
で

す
。

【
審
査
請
求
と
は
】

行
政
の
決
定
に
不
服

が
あ
る
場
合
、
そ
の

理
由
を
述
べ
決
定
の

取
り
消
し
な
ど
を
求

め
る
制
度
。
法
に
基

づ
く
国
民
の
権
利
。

「
ご
親
切
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
。

丁
重
に
お
礼
を
述
べ

県
税
事
務
所
を
退
出
。

外
は
五
月
晴
れ
。

男
は
栃
木
県
行
政

不
服
審
査
会
と
徹
底

的
に
論
戦
す
る
こ
と

を
決
意
し
ま
す
。

男
の
主
張
は
こ
う

で
す
。

①
古
い
自
動
車
を
一

律
に
「
環
境
負
荷
の

大
き
い
自
動
車
」
と

す
る
の
は
根
拠
が
な

い
。

②
所
有
す
る
車
両
は

排
ガ
ス
基
準
、
燃
費

と
も
に
現
在
の
エ
コ

カ
ー
減
税
対
象
車
と

同
程
度
で
あ
り
、
登

録
年
数
だ
け
で
差
別

す
る
の
は
「
租
税
公

平
主
義
」
に
反
し
憲

法
十
四
条
一
項
に
違

反
す
る
。

③
環
境
へ
の
負
荷
は

自
動
車
の
生
産
、
維

持
、
処
分
を
含
め
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
で
評
価

す
べ
き
。

と
、
こ
こ
ま
で
考

え
て
あ
る
重
大
な
問

題
に
気
づ
き
ま
す
。

こ
の
ま
ま
未
納
闘
争

を
続
け
る
と
・
・
・
・

車
検
が
取
れ
な
い
！

（
つ
づ
く
）

ひなたや

佐野市免鳥町548-7

定休日 水曜日

建
設
職
人
の
世
界
も
分
業

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
昔
は

一
人
で
鳶
、
大
工
、
左
官
、

塗
装
、
解
体
等
々
、
幅
広
い

技
能
を
持
つ
職
人
が
多
く
、

頭
（
か
し
ら
）
仕
事
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

須
藤
さ
ん
は
父
親
の
代
か

ら
六
〇
年
続
く
頭
仕
事
職
人

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
頃
か
ら
近
所
の

墓
地
の
地
盤
整
備
と
か
、
親

父
に
つ
い
て
仕
事
を
手
伝
っ

て
た
か
ら
、
自
然
と
覚
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
半
面
、

若
い
頃
は
こ
ん
な
大
変
な
仕

事
は
い
や
だ
な
あ
と
思
っ
て

東
京
の
調
理
師
学
校
に
行
っ

た
り
も
し
た
」

「
二
十
七
歳
の
頃
、
親
父
の

仕
事
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
も
う
三
十
三
年
位
。
も

と
も
と
高
い
所
が
得
意
だ
っ

た
か
ら
、
上
棟
式
の
と
き
は

上
が
っ
て
三
寸
角
（
九
㎝
×

九
㎝
）
の
上
に
乗
っ
て
掛
矢

（
木
の
ハ
ン
マ
ー
）
を
振
る

役
。
落
ち
た
こ
と
な
い
ね
。

い
ま
は
足
場
を
組
ん
で
上
が

る
か
ら
楽
だ
け
ど
」
。

「
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
と
違
っ

て
お
客
さ
ん
が
現
場
に
い
る

仕
事
が
多
い
。
長
年
の
信
用

で
地
元
の
仕
事
も
多
い
。
絶

対
い
い
か
げ
ん
な
仕
事
は
で

き
な
い
。
こ
の
前
の
大
阪
北

部
地
震
で
倒
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ん
て
ほ
ん
と
ひ
ど
い
ね
」
。

子
ど
も
は
三
人
と
も
別
の

道
に
進
み
そ
う
だ
と
か
。
頭

仕
事
は
知
識
、
技
能
、
経
験

と
も
に
年
数
が
必
要
、
担
い

手
の
育
成
は
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

大木にのぼって伐採もやります。

6月20日栃木土木事務所で危険箇所を説明


